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構成員

築地市場は豊洲新市場に移転する予定である。その際、築地市場内の荷物の運搬に使用しているターレット式構内運搬自動車
（以下ターレ）約1800台をそのまま豊洲新市場に移設予定である。ターレの特徴としては、小回りが利くことや荷台の荷物の
出し入れがしやすいことが挙げられる。しかし、現ターレのバッテリーには鉛蓄電池が使われており、硫酸が漏れ出し床を腐食
させてしまう問題がある。さらに豊洲新市場には、5つのコンセプトがある。そこで、本プロジェクトではターレに使用する電
池の問題を解決し、豊洲新市場のコンセプトをさらに向上できる新型ターレの提案を行う。
●教育： PBL（Project Based Learning）を通じた学生による主体的な課題発見・解決の実践
●研究： 環境センシングを用いた自立走行車の開発に関する研究（学士論文）
●社会貢献： 豊洲新市場内での安全性の向上、流通の効率化

プロジェクトの概要

連携エリア 江東区

COC活動の成果

現状の背景・課題 Step2以降の提案

Step1での提案

2323 成果報告書 2016 24




